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例 i-n
 

I. *~ は、兵庫県於父郡l!ij'.ど町外野（ひょうごけんやふぐんせきのみやちょうとの）に所(tする外野
波,j(とのはず） 迅跡・外野柳 （とのやなぎ）遺淋の発掘』・丘裂告eであるc

2. p.:j介は、県営一般R迅笠伽Jt~(過 tヽ)以怜) r閃・,:;・西祁地区に伴うものであるn 仝血閾fflむ潤速'・和

田山J:地改良巾務所の仏矧を受けて、兵山県教ff委只会埋成文化財凸丘半務所が、平成11年度に実施

したっ

3. 現地潟迂を行った期1111、偽i'f.11 l >1\ 名•は次の通りである。〔 ）内は逍粉心1介番サ

．仝而湯査 平成11年5月IOLI-'Iら成II年91]28日

（溝企土体）兵loll既教介委rt会

（酒立担 •lj) 兵~1.- しr,i教介委U会埋蔵文化財閾忙J1m1,r H 1-.Yt治・ ・1:谷Hf1IJ

外野蔽ri辺跨〔990011〕 外野柳遺踪 (990140~

なお、確必函奔は閉宮町教行委H会が‘よ記している。

・確認汎介 平成5年5!J 18H一平成5年6月15「1

(jJ:J奇 1~休）凋宮町教-((灸n会

（関企担当）没父郡町村会 111根実生子

4 ,t,;~rに掲戟した筍 6 図「外野波豆迅跡・外野柳迅粉の位社と)"&)込の遺跡」は．仙設省~•1 (・. 地理院発

行の五万分の一地形閃「村岡」を1史Illしている。

5 追跡の測祉は、凶J.:座ね約V系を）．団巾とし、図中におけるX及びYはL,.lヒH叱ばであり、）i(々 は磁北

を示す。襟馬は、東京而'I<均海水it(T. P)を甚中としている。

6. 本:,'}の遺物番号は、挿図及び図版.1y.p,u; 版と統 • している。

7. 本古の執咬は、以下のとおりである。

~I f;i. 第3哀・第 7汽．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・村 I・門治

tt, 2 な• 第 4 卒・ ~5 吃~I 節~1111沢第 3 筒 …••• ……………• ・・・・・・・・ 'I: 谷好伸
筍5衣筍4節........................................................................LIJ本誠

また、第6穿「自然科学的分析」については、松 1節は（株）吉w生物研究所、 1.-,Jjや第 4節は京

祁人学人質科学研究,rrの伊東汗＊仄より nH~をいただき、そのまま掲伐した。同衣布 2節・筍3節

は、パリノ ・サーヴェイ抹式会社の分析報;t;,", を店1こ、同窄第5節については、名古尺大学年代渭

定沢叶研究センタータンデトロンhlli.1!芯年代清定文験室の中勺佼夫氏の分析ふ',*を｝、しにさ1.. が執策

したc 紺染は、村上が行ったc

8. 4こ』の見返し及び!'f,7 f)(]で使111した力／卜は．片芝訓子（現場事務nJの手によるも(l)である。



9. 本,lfにかかる遺物や品録類（図血・1;.Aなど）は、ド記の施設で保i'iしている。

兵庫県教育委且会雌蔵文化財講1i.,~ 務所 荒rnn令 （神戸巾兵庫r.zrn. UI町2丁t1l 5) 
11.1] f!.t 1「分館 （明石市魚．｛七＇団 1,水字立合池のド630-1)

10. 発拙~j1i.及び整埋作文に際して、下,icの）J々にご指1.t'/,• ご教示いたたさました。記して感』いたし

ます，（敬称略 ・眉i,f,fuJ)

閃).i町教行委貝会 ・111根丈生子 （焚父郡町け会） ・ 心1松龍輝 • 西谷弘之 (SIJ宮区反） ・矢野他一

（加}.!ゾそ占沢科館） ・泉拓良（奈良大学） ・エ楽苫辿 （ユネスコ・アジア文化七ンター又化遺産保＆

協）） 'I•務所） . ·:~· 木JL』 [I(東北上叶fr工科大学） ・ f}t~俊犬（名古1£}.:.伴年代複9定i.tflf:Jt究七ンター）

. 1J頃直夫 (Ji{祁人学木買科学涌究,rrl ・堀井泰樹（奈良人学大学院） . I刈田翌ー（な良大学大学
院） . ,~m幸＋（官山 ,ti教行委H会埋祉文化財七ンタ ー ） ·iU泉大樹 ( T•,~赤坂村教行委R会）

また兵庫県下の陥穴の類例について、原下rh町教粁灸!I仝及び各HI体の理蔵文化財t11r"JQJ1の方々

にご教がいたださましfふ感謝いたします。

,_, 
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第 1章 はじめに

第1節潤査に至る経緯

兵直県和llJ111土地改良1Ji務所によ って、必父IJl:1月泊町け,r::;より1剖町）・]・けを桔ぶ過帥ム幹農泊笠慨ド業
が平成4年度に,;I両された。このlJi哭J也のある井仏翡11;(..li'iは、 ,:),f公na狐氏による情}J的な分イ11111,¥J介に

より、県内において椛文帖代の遺判が政多く分布！る地J』tとしてJ11iiJより知られており、りIJ宮鋲野遺跡

（県指定屯跡、縄文町代）も近桜して{f-(1.するリ

兵店県和田山上地改良j]i務所では、関宮町教介なし1会に対し：[:Jf (こ先立つ埋立文化財のi~i'tを iii.粕し

tふ ,,,J町教介委H会では1勺友5年J.it'l"ij; 認,JI!ft を~袖し.・}1北地内（こ裡成文化Iり俎成地を確品したc そ

の後、埋蔵文化財包必地がょめら i んなかった邪分について 1fl次 L'J•が‘火施されてきたが、確必.~1tで迅

構・迫物の籟よされた 「外野波iitt跨J・「外Jf惰迫杓、ーに.I・Jiか及ぶにi1り、 fllITI i1 I土地改良 Jq令f所

の依.Ji('l~ 成11年3JJ 19 l f.J fil土改袷I5 2 7り）に伴い、兵，屈県教ff委以会では平成11年1をに全面

湖it(記紅保｛位）ための発杓l:;1丘）を尖仕するに土・った。

第2節 発掘調行の経過

(11 確伐．潤代 平成5年5IJ 18fl~'\'-bli: 5年6Jll511

紺ftI・・体 l関;,;,i町教行 ・'.~!l 仝

溝在担当 没父1屈■rH会 ..1恨')こ'Il 

湛1f.rm f!t (外野液，J．追粉） 35ni・ \外 'l'tlCIA'!~ J ~l6m' 

「事梨地~,圃地の人半が1l1Hであり、汎立に，t、.ヽてif!杓を打:~1·る:..:とは、平；ど不可能なり、控で

あり」、「過上に遺物を採集した地,:りが、＂＇両地のご< ii(~ であり地形を与話にいれると、 lJi な~t圏

地的に迅跡の範囲が及ぶことはまず疑いがない」との'j'IJ匝カ・ら、 25か所に訳~i青を設定し上柑観察、

逍物、逍構の{i黒の確忽をh-.Jていか製介裕:1r1if;tはl14niであるが、そのうら外野波豆心跡には

7応奸、外針柳辿粉には 9箇1計の試ttll構を没出している-,~1cのわ集、 ft,,j必趾とも試掘治から遺物

包含Wや迅1名を検/IIしている。(「 l Iりは、 6バ::.;.tHr,:;)・人i11tllfilり('T'欣5年7n l灼宮町教弁委
只全）より抜ti'。）

こ、ヽ、こ✓.:~- / I /'--, -
、一;;f,¥ ,.L、:_,,/ .'¥ 

＼ ./~,1ヽ，｝
•'-· .. j -~ ク -- /J -...... , 

．． 確認囮査 （平成5年度

こコ全面詞査 （平成11年度）

/4 

図 I g:i査藝国図

__,,.,.,, ・/~/ I~ ヽ 澪を達

/,/ 
尻

A~ 

I珈



(2) 全llll閾仔 平成 11年 5 月 lOtl-·1~成II年911岱R

潤介上体 兵liJi'児教廿委U会

•Jf務担·り 埋成文化財瀾 ti:'I•務所企画;;4祭班山本ふ

粍埋担当 FRIL 聡務諜 '-¥11敏之

関介担当 同 閃丘~3班 H上只冶 .•1: 谷~f付l

日企柑助只 熊谷楼聡（余良人JrI回生）
現場 •fi務只片芝pJ~子

袋介面積 （外野液豆遺跡）2,337m'・（外野柳俎跡}I ,02.1m' 

確認社l任計砂共にJS;づき 、 全面j関介範1111~心定した。

県教fit;U会は、現地での発掘作菜を ff111 れ [..)1 として発i中し、入中しの結果、明'l¼l!は昧式会社

(-j,: 社 ~)来 9翡生野町）が落札した。 また、沢汁の全体図の作成1こついてはくがJt'.IJ'.!'!i財旦を採用し、

人tしのよ、 1木式会社ジェクト神Iしとも（本社 人f.1J. 、と委北契l·J を行い'.K_籍した—

,il,:I企当初の6月IB (火）には、兵,.,燐教fげ紅l会が実施している「トライ ・やる ・ウィーク」

の一nとして、関宮中学校2年生4名を・を入れ ，し、よ施主体は関g町）、発趾l,11イiの作業体験の楊を

漫供した

よた．瑚i'fl成果の公開のため、研lltl,ifi・発必を行うと共に、 9月1811(・I・）には地元の方々を対

集とした現地ぶ明会を行ったn (答)JU名＇は名 (J40名），取地北明全,1,Hには、 SYT (関宮打緯ナレピ｝

の取材を受け、後IIIIJ内向け番祖1の中で放映された

図 2 現地説明会 臣

薗
-' .•. .,.. 

ロ雪i ロー,, 

第3節 整理作業の経過

出.L, 品の笠野ft1iに関して、本11i務所では、辿1i¥'Iよ兌掘コ査を行った年の次<r度以降に'.Jf施している

か、 .itHH山 I:地改い.,務所と協ぶの結果、 fut・年9良1.:.・よ施することとなり、 JUJJUJ的r非常に厳しいもの

とな た。ヤい出 I.品の数屈が比牧的少なかったため、水i先い ・ネーミング作業は、梵掘,i1丘と並行し

て現品・JI務所で実柚することができた。実iUII・ tli本以J,tcり作某は、現地J1介終（後に押蔵文化財内査頃

務1折内で火施した。

益剛U•l1 駿且 （関企第3班） HJ:-'nホ・牛谷ltf(111.山本 誡

祁即フロ 1-1n,り （笠理廿及班）た内秀ふ・没Uliク子

整雌~~«HI 八木和＋ ・占谷f.'(;f・hill惰子 ・T松1¢>I') · .-+-Ft収 r-·,i~rn 千栄 .,. . 鈴木まき子

横山キク.L.竹内*(-・I社鷲蘭i梵f-. 小寺恵．芙T・ .加止裕美・三好楼子 ・岡m忘

ー・佐々木誓了．．晶Ill健 ・

2-
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第 2辛 遺跡の環境

第 1節地理的環撹
., "ずと，，,,,:,t
外野波豆迅跡、外野柳遺跡は兵r,JIV, いを父郡

関図町外野地内に所在する。 r関宮町はl孔I;V.'. 北

I'll祁の中国山地束縁に位骰する。稔lliift195.59

knl、町城の約87%が山林原野、中心部のttぬが

1 80m~200mの町である。西、 1打、北 .Jiを急

峻な山々に取り囲まれ、その中を艇数の,1ヽjuf川

の合流により形成された八木川が西から東へと

址れる。 •1の中心部を流れる八木川は . .~~ 翡し

との県様にそぴえる氷ノ山（憬高1.510111)に

水面キ枯つ 八木HIは1Jを百から束へri泊L、

そのr:り、多くの＋．地を肥やし、水Ill耕f1をi,ま

せる大地を形成させ、八鹿町においてf!J.J,15地Jl!l,

泣大の河川である円山JIIに合流する。

外野波立遺跡、外野柳遺跡は件伏111(l訂：j

¥.i!2) Ill)をII JTiiとする窃屁の内粒部に位f,'.tL、

撚~,650mの位閲に立地する。周辺には~.~ ト/~

1ぢ峰の氷ノ山 (1,510m) をはしめ、 外伏111

'1.221m)、妙見山 (1.139m)など1.000mを追

す111々 がそびえている。

図4 遺跡の位翌

辺鉢の立地場所に関宮If(!)四開にJyffi: -J る外野比r~.と別宮地区の境付近で、外野集洛の,,,心部よりも

的250mのぶ所にある。外野集治の名称のIll米は、山谷の快い原野「戸野」の当て字であろうとおえら

れ、別宮出洛の名称の由来は、石がt水八~~·1:1·の分社「~Jlj宮」が骰かれたことから来ている。

関宮町内の地質は、万久里から外野にかけて露叫している蛇紋岩の他．中新fltに形成された北fll.Jo:1肝

（城的亜屈肝の登岡累殴 ・ 村岡梨~1 、沢父 1IFMrif <1)八鹿累沿・仙柳累~)により格成されていん UI刈

~(/clの I:I. は外伏火山岩が覆っており、 この火Ill'/:かSt.伏山、氷ノ山等を構成している。

f~fkf.'1ir~ には火11I灰等により 彫成された辿祢ク U ポクと叶ばれる !J~g,_{・. が殺っている心この黒色 l・IJ:

}(!, 根筋で数cm-20r.m 、 谷部ではso~、m-100l111に1丈ふ

ム州が堆桜Lているc

クロポクの下庖1こは火山礫を含んだ貨褐色のロー

ft-(い11から北方の兎和野茄原地布に発ifしている 1・及lct,11中はススキ、チシマザサふ原、湿地肝治、

ミズナラ杯、アカマツ林、 レンゲッ・・1シ、 タニウッギCi治の5つである。中でも氷河期に分fr,していた

ミ；；カンワの自生地やヤマドリゼンマイ肝泊など、 低i~地rおいて打重な自然が多く残されている地域

でもあるcそして、氷ノ山、it1k山、杉ヶ沢印,tにかけてはi!<ノ111後山那岐山l!I定公t-:rlに指定されてお

り、 nかな自然を残している。
クI.~文は典型的な日本海型気候であり｀以は，~i,~多湿、冬は税尋りが多い。積雪乱は地域によって2n, ~ 

~n, に）立し、 1zn終わり頃から3月後1臼［で地よは‘りで穫われる。

-3-
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第2節歴史的閃燒
関再町！よ/¥いlが町の中火をi祐:-、 t:~1叫』600m以 I·.の111々に囲まれてい,..:,。周1111(/)ff恨 Lには沿1li;l 

地形が形戎されており、これらの,O::i 原地域や111~1. J\.,.j..Jlf のほ le上で遺勤・カ<6•1認されているわ

関内町(:こおけ1.,Id月の泊動lfUがよ占く、 ILIii?:;11.~fしまで遷る。また縄文帖代の選趾も数多く、町の西

間1・お＇，ヽ て確認．されている O t:J. f、，如;i町内にお：tる』別の歴史的内坂について概』する。

旧石器時代
9贔..." ベ・ く いヽ n 』し い A・・こう • ItゃI. ,...,,, ,., 

IU 1i荏貼代の社ifは、町の1'4n,iの杉ケiH-11¥が詐、 ~lj窮*'f逍汁、束開の、';JI・ ドJ:光寺林辿的、二発洒
谷直跨・万で1Htiが直よされている，

＂屈J(J)旧行器t~ftを代女する追杯である杉ケ ii渭i~ば・は、 it(ノ111から派生した叩'1750111-800mll)I~ 

恨j・に位f(Iする,・1l阪rt:年1:兵「ヤ印、教fr灸u会では大規9岱It,t地改n•Jげぶ先立ち兌拙潤 tr.を実ぬL、

IU <i器町代、縄又峙代、 t1i1n時代と多ふlりl,こわたって遺％が広がっていたことを確認している＾遺物牧

{、1 地は33叶）濯認さか、 ILIイi 岱II.~代の遺物としてナイ 7形-l1i~ 、 -<r~尖奴岱がIllI: している 純文時代

の「Jれ以1文関fl',し）UJ初頭～中期"咄しまで各財にわたり確認されているが、尺期的な.'I話の場ではなか』

たと ~•1fr(されている

そのはか、 llJ(i沿財代のrィJ形｛沿がりIJ';芯求野辺糾、 ・.'t両谷遺fか、 り JIドj 光iり f~Jl'.f,l:においてII',
み今"I』Ml"

トし、後社する沢物としてイi舌')ミ頃店が冴判l~it!i°¾ 、こおし・て出 I.しているr

縄文時代

環 J...叫代になるとJl~.の分布は必徴に増える 。 町の~411'においては特に多く退杵が館認されており ．

窃原名ll炉 l11l1J諏 -(大く』跡が分布することになる-

椛文叶f¥:'i1.. JVH tり1厄家野逍

肘ヽ、外野~ifti介ほかI2.,. 所に

おいて,i.'l'iかの分./tiか孔品．され

ており` 杉.,.iiむ迅蹄許におい

ては33.,.,;rにおいて辿物牧'{jj

地が砒認されていら。

蝿文ii.~代をftli:する旧跡の

1つであるり'l/i家野逍粉は、

外伏，：:i/(,(w, .. ::i692m)の一

,,, ! .: (、i.fi'Iする ~111{1硲時代か

ら人't!Iの痕片が碓ょされてい

る追杯であ;jが、縄文t均'tに

おいても牧多くの』情を残し

lWII,,:! 

霞-更l ．． 
・ ヽ・．

. .,. - ,. ¥. . :-• ''., 、.. . • . ....... ,... __ , .- . 
＇・・． ・'-~ --- • .. ・ヽ．．今---' ・-' :. . . 
t'.' 
. .._..._....,,.. 

·•· ― .,,.・ -ヽ,-)J:ヽ ・・~--°'-
， ．、 ・ぷ呟.,.: _:~-佐;f.'_;·:~:>-... :・-
. .... ー：~•·-. : ー・;:・:. ' ~ . 
，．  

更誓と

塁

ー、

ゞ 記

図6 別宮家野遺跡近景

ている ~-1.な辺I~としては、中央祁に焼け I.が見られ、な大から人頑大の代を多数仏め配mした炉i*、
t l火をfr-う45m x:tfimのh円形の11:1,,;粉・｀貯成ク＼が侃認されている。迅物では；;'lfi!J間の入モールプレ

イド、早期のネガr<プな押刑文上おが出上している

前期になると研e2.されている遺％の数が煉少し、 }~ff..t:i /J;(jl'I i杞布7地．れ、杉ケ沢遺片枕19地.'.'!.で確認
で屍 .,,,,. ・・

され、 1iiJ~い、から中期初頭では出合、K道遺杵、外野波~,.遇趾、トク吋I{遺淋肝のうらの9ヶ所が確認され

ている。
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一

酎}I 迅餘 ，名 辿跡の II.~)l;J ffr ,; 逍踪 名 俎淋の 11,t)りl

I 鉢{J~~~J,以』杓；評 椛文時(¥. 11 8畑JJ.くりい1'.I恥 縄)..11.t代

2 別~'ki・ ド遺杯 椛文廿Hl 12 fj:tlB坂恨束旧粉 平安時代よ・～鎌ft時代
--

J りl)';i,;アレタ』跡 縄文時fl IJ 位・till小野道判、 縄又時代

4 り11」H人町Ill直H 縄文11.tft l•1 梨ケJJ;t(ia)II J il't除 縄文時代

5 ~I」Hi求 !!'fJi'.t跡 ID,£1悩、縄文叫代 15 小路111-~ ノ木吋淋 縄えU,¥ft 

6 外野波豆遺跡 縄文時代 16 ll\ 介,~・i(!il'.IM・ 縄又I!,¥代

7 外野鳩遺跡 縄文時代 17 品丸l叫；出蹄 縄又り代

8I 外野野遺跡 縄又時代 18 品東遺跡 縄え11,'t代
ー・ --， 別窮八社神社姐跡 ., 匁安時代人ー鎌<iOiit 10 杉ケ ilむl'I~か群 IU <ii:;11.•, it 、,~ えIi~ft 、

10 ~JI」 ·,:i」tri-ii'if介 縄文時代 ・i'itc'fn'tft 

図6 外野波豆遺跡 ・外野枷遺跨の位置と周辺の遺符
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中期末から後期前如こかけての迅粉としては1、位祉1・クふ遺踪が#tiする。..:の遺跨は八木川上泣域
の山麓級斜而に屯馳． し、叫g1木の I登幻1·J.,;•i介、後期tiり位の LtA~·'iが直必．されている。

とど~-· ".tし と ••~~Jlh倉 e1 が"~"'\♦f
その他.)kI山山糸に立地する遺肱では轟 ，辿肋、しは）Lt刈退弥、久ケ Ir,{ 向 111迅跡が~t認され、

ぺ~'.,,,, ,,~ •. , Iいらf. ()Ul  と ., ,, .. ~ ら.,~,.. ゜
体仏11J系に立地する迅跡では別宜共ノ甲遵跡、 ~Jl]H荒 Ill辺跡、別窮.It谷遺跡、外野野遺跡、 8 畑坂根

遺tかが確.;2.されている。しかし分布閥介による&If'tt:tlが Lであるため計細は分からない状包である。

外野波豆遺跡、外野柳遵筋はr-1:1~,aim1+i端に I/ 地し 、 付近には別';:1家引迅跡が •i地している。これう

数多くの縄文遺跡は狩猟採染をおこなうためいltr.々と11:1が楊所を変える人々の生活の跡であるc そして、

これらの近接した道跡がお且いに生r~瀕J~内であったことが推測される。

弥生時代

町内における弥生時代の遺枕9よ縄文叫代と比べると道H・クHh範11111よ狭くなる。これまでは八木川中流
,_.,IIHo-r, り．ヽ J.<••↑ ,, .. し‘

域の三宅Jt,j辺において三宅前川向遺趾.-:::'む中島遺跡鳥朽が帥此されているのみであった。しかし、今

回の潟査で外野波豆辺院において弥牛叫代,iir期の I?.~ がIllI. したことにより、弥生貼代の近林が研必さ

れてィヽなかった窃原部においても人々の括抽が/~l»I されていたとどえられる。

古墳時代

占屯時代の遺跳分布は前段階と比較すると飛Vff的1・仏がり．杉ケ沢遺跡訂において前期の木棺磁が検~.. " 
出されて＼，るほか、町内においては中瀬1.:1釘lすが1嘩 群如ftI・ サ'11より東側に90)}5を越す古り1が確認

されている。その他、須恵2~の生町跡である烹Hが前必されている。姐・,ぷ硲烹ではそ‘もに所在する-七
み咄払

~· 編"<, ,. 
中尼窯があげられる。＝宅中尺全は、 {111りにかtふ II現llil(/)須1.\f.2.1烹である鬼神谷~1が（竹野町ifr(f.) 

に次ぐ段陪の須忠器烹であり ．生配地．れのi!H名とともに；れ虻行の批移がMわれる'R料である。

以後、各貼代に生if.をお二なっていた湯所がIj; り地として交It謎かれ現{L(/)染沿形成の店悦が築かれて

いくことになる。今後、発i如繕牡等の増加によりiiれが増えるとともに関glifの歴史解明が期待される。

, ,,•. 

-' 鴫．

·• 、 う
t＾
 `
 図 7 外野波豆遺淋 ・外野柳遺跡想像図
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一

第 3章

第1節

調査の方法

調究地区の設定

(I) 外野波豆遺跡

今阿の内た範囲の束沿を払ポ点とし、鴻牡範囲のはぽ 央祁分を通るように甚屯ラインをfl.色r

よ定した。この)1,if; ラインは延長102mを凛るが.)Jrlfl_r. から!Omごとに「 1区」 「2凶- と呼

び、西渇の90m-102mを「101.xJとしたc また、 l区開からIOl<. 制を見て昼準ラインの行側）を

「R(RIGHT) .J、I上f月← 「L(LEFTしとした。包含凶の遺物は、「 l区R」

埠位で取り上げを行った。

「l双L」といった

(21 外野擁遺跡

今 liJJ の瀾丘範囲のほぼ中央部分を通るように基ホラインを任．を1こ紋定した。この甚1~.ラインによ

り、消企Ii..をIOmごとのII区他iに分け、外野波豆追杯開から「 I[,<_」 「2区J とした。外9伐t1i.

遺跡とfrfjじく、ム準フインの右捐を rR I me 111 1 J.  Ii切を「L・.LEr"T)」とし、包含Nの追物の

取り上げを行った。

11区 10区 9区 8区 7区 6区 5区 4区 3区 2区 1区

n
 “b で`．戸ITit翌．

.. : . 
~-, ， 
o_ ,i •. 
．，． 
、'

．．
 

e
.̀

 
．
 

L
 ‘‘ 

゜

②
a
.
 ＾
 

1、
゜
．
 T 
外野波豆遺踪

-．． . .. 
• ヘふ．． 
．・． 

ヽ

...... 
・'1、$ 

.. 

°゚

．
 

11区 9区 6区

A
 

8区 7区 5区 4区 3区 2区

／
 

1区

｛
 

L
 

外野柳遺跨

。
釦

図8 調査地区設定図

-7-



第 2節上 ,~ 

外..:t波豆迫肋で見られる・l:/¥.'111 i f1'1は、)}.:;本的には．①Ji-. l:};1 (Ill, 食 I:)・rfクロボク1f1. @地tLであ

るC ;;11た範1Il1のはぽ仝体で、このM序がみられるが.!LiR・21.iRのf:;'!高がぶい部分では②クロポク

討が欠如しており、(!).}<J:~(腐ft上）の此卜が③地山となる よた都分的には.l.t'とJ:,の間1こ、⑤が

やや汚れたようなMがイr:(I: した，

辺物は 、 クロポク~~からも出 1したが、聡祉は少なく、 .n物a含)clr. いえんような層は見られない。

クロボク料から/ill:した迅物は、はとんどが遺捐の船 ーする祁分からM.Lしており、クロポク団で検出

できなかったm~の埋」こに人っていたものである可能t'Iが強い

外野憐迅跡の-1:~JIH,,~k.i兄も）．し本的には外野波 J.miかと fu) じで 3h'Iからなる0 7'8区の谷節では、

即大色シルトりやクロボクの 2 次Jjifi't陪なとが見られた ， iit物ははとんどがク n ボク/\.~の下Ji¥!から出 L

している 外汁波立』粉と lnHJ、遺物包含~'1 といえるような1:1怜はなく、逍物の出 1 地点は、ほとんど

か 9[.{-) I区の逍梢9灸/11J也f,J近に集巾している。

第3節潤査のガ法
今囮のぷ在地．屯は、~·、I.iu 1かともLllHであった。H介範囲

については-~よ i~t~t.fが行われていたか、汎ft時点では

すでにttL+.や,;lが：よえていたため、 t:i"tは、代採.f'd;../ぇ

ひ沿夫の伐採帖に放訊された人や枝を}¥f.J Itることから~J

始した＂

全血,ifjは、外,t擁遺跡から実施Lt.:。

ます、現化の地・ょ血からクロボクK、1の l.1而までをバック

ホーにより趾削し、その後を人）Jにより札11削をiiい、 1,'i1r

をJ;狛した。 バックホ ー による1~nりは．束開しか進人路が

ないため、 1N傾 (JO[.{ffo.!Jlから東側 (IL:<. t~ ) へと 1蒻:L , 
ヽ

た。如切）悶令が進んだ7JI I Iに、空り』7j}'.ti刊兄 (JJSO

測伍屈作成）を丈出Lた。その後、 II'Aの：析ち割りに伴い

.-l,Uを検出し、 7・8区の谷祁の潟イtを行・バと。

.Ill t/41灸出は、クロポク層tりでは心1J能と判断し地山曲

まで人力により掘り卜げた後に行った。

外野波豆逍tがり）閲l戊柑！削は、外野柳if!跡(J)人）J掘削と並

ffして行った。;;.1: 及びクロポクk'111)it中までを概械で掘

削し、その後を人））によりi珈 IJした

外野波豆直％の空叩i兵 ill位 (1/50測！糾Af'H~りは、 8

月7flに実施した

なお発趾潤if.から生じるi机IJIについては、 iUm山上地
I 

改良µ務祈との協訊の糾i果、そのはとんどを発揮~ft地A ' 

から約 1k. はなれたR迅 JA~地内に運搬し｀ ・祁をれ1f.地

r1. 内で処分した

図9 伐採 ・除横

図10 槌械掘肖I]

図11 人力謡削
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＿ 
第4章辿構

第 1節 外野波豆迎跡の追構

外野彼豆迅跡で検出した辿情は、 J:坑 (SKl 22J~. 立石を11'・うHブ¥2 Ji只などである。町期は現又時

代前期未から中期初頭である。

SK 01 

9区に位沼する。tifft2.48m、深さ07mの1り形の直情である。新面形態は部分的ではあるが円部が

内圃に張り出こている。坪 1はクロボクを中心に？層がJft{ttしており、 U然Jlf積である。直構の中心部

には抗穴を持ち、杭穴の深さは05m、作24m。杭穴の1紅部には、杭の沈み込みを防ぐため、直往8,,n 

の川駆石が据えられている J1ll Iから縄文時代ljI jlij初頭の鷹I均式土2~がIll 上している 。 規H,~はSKOlと

日じである。

S K02 

g Li{ に佗伍する。山径25m 、深さ 0.76111 の1引形の遺湯であるc 断血 l速態は ~1部が内闘に張り出す形

態をしている。埋tはクロボクを中心に9層が堆慎しており、自然堆fi'cしている。遺清の中心部に9こ杭

穴を持ち、 M.大の沢さは0.28m、径0.22mである S K08とりJり合っており、必られた時期は SK08よ

り祈Lい遺構である。埋 lから縄文貼代中期初頭の算島式丑；が出土している。

S K03 

9区に位骰する。ifiill.72m、深さ0.52mの隅丸方形の辺1柑である。JrrLはクロホクを中心に 5fi~ が

堆積している。出 l.:姐物からはSK02と[11)一似体の縄文土器 (I刈版2.1(1)36が接合した・上岱である）が/1¥

土していることにより、 SK02とは大きさおよび遺構中央に設けられた十んのイ1'.毎のiらいはあっても[111貼

期に樗能していた遺mである。

S K04 

9 区に位硲する 。 1f(tf:l.62m 、深さ0.5mの円形のii'tt~である...IT l・ はクロキクを中心に 4層がlit積

している。追構の底部にl'/clカ・ら炊．焼Lの順に、焼-・かX比反紅、た1人匹で,Aしれ込んでいるつまた、

:h西方（りには円形の＆い.!..りLをf'rぅ。

S K05 

8~ に位置する。1fiti2.0m、深さ0fimの円形の』情である 0 J且・I:はクロボクを中心,.:4陪が111.積し

ている。遺頃の底部に下l¥'jから反、煉 1の間に、焼上が天地）又転した札態で流れ込んでいる。また閉l・

の卜屈には仮石がill人していたe 遺IP/の中心祁に杭穴を持つが、.,,ヤ｝」からな1ど）に設mしていたのではな

く使Ill過程もしくは廃双過柑において斜めになったものである0

S K06 

71-iに位俯するo ,.f(1f I 7 m、深さ02niのPl形の遺消であるt> J•L·I. はクロポクおよひ地内tか出さ＇、」

ている状態で3屈が堆積しているo SK 11とf,;J-飼休の土器がw士していることより、 SKilとt,ijU:礼削

に快能していた遺情と考えられる。

SK 07 

8区に位匠する。直径IA4m、深さ051111の円形の遺情である 土""1iumは3料に分かれるc

S K08 

9 rえに位置する。直径1.76111、深さ0.48mの円形の逍惰である V J児1はクロォ、クを中心に 8陪がJltfft.

-9-



している。 SK02に切られており、中央に4ん穴は阻い。断面も1出日に11<り出してはいない 大北山式と

同時期の北陸系の縄文1器が坪lI. より出 1-.している

SK 10-1 

6区に位肝する。直怪l.lm、沢さ0.92mのP.I形の遺9月である.- l :~;1 月店＼は 9~'ij に分かれる。遺 1が')

中心部に1ん穴を持つ。杭穴の虹径は0.16m.深さは0.28mを膏る S K 10-2と切り合っているが、 SK

10-2より新しい遠構である。

SK 10-2 

6区に位詔．する。 SK 10-1、Ill溝、 :.11Hがこり）られているため?(I-のが細は,f明であるが、 n'L径1.52

m、深さ0.24mの円形の遺渭である。中央には杭穴を持・っておh、111.穴9よu'.L径012111、深さ0.18mであ

る。東側村部からIi.(祁にかけては焼土が散布している，

SK 11 

1 fiに位囮する。直径1.64m、深さ0.28mの円形の辿情である。児I.はクロボクと炭褐色の地111Iが

7屈混ざり合って堆積している3 断面は浅しながらも1勺仰lに加り/11している"S K 06/11 I (/) J・ 器と同 "'

酒体の上益が出上している。

SK 12 

6区tこ位閃する。岩陰に出ヌた土坑状の洛ら込みである。J』'・l:はクロポクがl/0l{H;1している。直往

2m、深さ0.18mである。虞島式土器がIii七していム。

SK 13 

6 区に位樅する。直径0.9m 、深さ 0.46mのガ形の逍1名である u 中心に杭火 ~AZけており、 ~iL大の Iii

佳は0.14m、深さ0.8mである。南内側と北也側は-;.;をf-tlJllして）ii部ん形成している 断曲形態はI'-!'"

に張り出している。

SK 14 

5区に位磁する。直径l.'18m、深さ0.8mの隅）LJi形の』構であん。J.'l'.上はクロポクと凶褐色の地ILI

1 を中心に 8~が堆積しており、坪上の I.'I'-が地沿りのためずれていム。中心に抗穴をよけており、 ~Ji.

穴の直径は0.12m、深さ0.36mである。

SK 15 

4区に位囮する。直径l.lm.深さ0.6mの閑丸）i形の直憎である。理.l.はク Uポクを中心に 2屈が堆

積している。巾央に杭穴を設けており、抗穴の此{t.,.t O. l Ill、深さは039rnである

SK 16 

3区に位iaする。直径1.42m、沢さ0.84mの問丸h形のA壻である 坪 lはクロボクy『,.. , 凶こ fi~わが

堆積している。中央しこ杭穴を成けており、 ~i.X は11'i1f0.l8m. 深さ0.36mである。断ITUは部分的に内傾

に張り出す。

SK 17 

1区に位軒する。直径0.98m、深さ0.9mの店丸h形の1酎月である，浙而形想は内測に張り出し、傾

斜のさつい出所に造られているが、底部は水中に姑られている。埋 f.はクロホクを中心に 12~i堆積して

いる。中央1こ杭穴を訣けており、杭穴の直径は0.12111、深さは0.36mである。

S K23 

I fiに位召する。直怪I.Im、深さ0.82mの問丸方形の遺情である。傾斜のさつい均,9rに辿られてい
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一

るが床面は水キに迅られている。堺lLはクロボクを中心に s~-rnr秋している，

SK 26 

10区に位附する~*往2.5Gm 、 Mt.0.86m 、深さ 0.32m の逍構である 押 lはクロホクを中心に 210

l{tfl(しているc

SK 28 

6 区に佗四する。山径1~m 、 lなさ0.34Illの遺沿であるc 挫上にク U ボクを中心に 3屈堆積している。

切企~西壁の断而で石取でさた心情であり、平面形態はイ朔である。

立石 1

9区に位笹する。直it0.32m、11:さO.D3mのu・穴である tt穴の 1♦.iflPJJ, I祁に縦35ぐmX横l7c・111の板石を

化四している。板石IHJ穴からl'I'分か雌まった状態で検出されている、板{iは仕穴Q)li1~ 品にfむい込ん

でいることより柱の転阻f./i」Lの役割をしていたと考えられる，

立石2

9区に位罹する。血廷0.27m、深さ0.42mの杵六である C tl AのitifflJjfj孤に縦18cmX憤18,,nの梃石を

配訊している。板石は~1:穴から卜,,,分が埋まった状態で検出されている 仮6は~I 大の~I部に紅い込ん

でいることより柱の転倒防止の役・b.をしていたとどえられる。

立石3

8 ><. に位置するへ上坑状の洛ち込みの名に位阻L.り石 l、2と述い社穴は紐．く、縦2fi,-mX横22rmの

阪hがv_-;た状態で出.:1-.している

表 1 外野波豆遺跡 遺構一覧表

遺1屑畠り 地区 形 ~ 
出-t. 規 mb,) 

l汲llitfli
底部の杭穴 鰐面の 1他の遺炉

遺物
- --- ,,-

内彎の切り合いI< iそ 円．径 汀、さ 打.if-'"'深さ己
SKOi 9区 円 形

“ 
248 240 70 7~ (1 21 沿 (f 集

. -

SK02 9区 円 形 イi 250 240 76 9'Ill 

“ 
22 28 {j SK08 

SK03 9区 隅丸h形 (i 172 134 52 5'≫ ~ ＊ ＊ .鋼.. 置
I 

SK旧 9区 円 形 患 162 136 50 4層 鯰 ＊ ＊ 量 量

SI<低 8'7 l'I Jt~ 景 200 162 切 4 1-s I {i 26 18 ~ 黒

SK06 7'."<: 円 形 {j 170 156 :.!O 3憎 .編.• ＊ ＊ -~ 景

SK07 Blメ 円 l~ 烹 114 128 54 3層 嵐 ＊ ＊ 量 盪
. -

SK08 9区 円 形' (( 176 170 18 7層 黒 ＊ ＊ 照 SK02 

SKID-I 6区 円 形 (1 l lO 88 92 9層 {j 16 28 

＂ 
SKI0-2 

,I Ji SKlO 2 6区 円 形

’’ 
1.;2 ＊ 24 ＊ 12 II¥ 置 SKI0-1 

I 

SKJI 7区 Fl 形 n 16・1 HS 28 7 !ti I .~ ＊ ＊ t, 愚

SKJ2 6区 h 形 .(j ＊ ＊ 18 I~ 量 ＊ ＊ 島 璽
＋ 

SK13 6区 }j 形 拭 90 44 46 ＊ (f 14 8 イf 景
＿ 卜

SK 14 5 Ii<'. 悶九}j形 rィr 118 118 80 8層 {j 12 36 !1 黒

SKlG 4区 悶丸）i形 鶯 110 106 60 2層 ti ” 39 “ 
患

3区 隅九}j lf~
t ' 

量SKl(i 凧 1~2 114 84 5屈 h 18 36 菫

ー・
SK17 l「< 隅丸}j形 量 98 80 90 12屠 (.i 12 36 '1 撼... 
SK18 9区 円 形 ・イI Mti JI() 44 3層 置 ＊ ＊ 農 尾

SK23 l 区 悶丸方.If~ 置 110 100 82 8層 筆 ＊ ＊ 景 景

SK26 IO区楕，']形
工鰻 2.こ'i6 

86 32 2屈 黒 ＊ ＊ 焦 熊

SK27 5区 ＊ ＊ 70 3屠 紐 ＊ ＊ 阻 熊
トー

SK28 6区 ＊ 黒 ＊ ＊ 34 4屈 焦 ＊ ＊ 患 鰻
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第2節 外野柳辿跡の迎構
外野柳』跡では、上坑 (SK)9必、溝 (SDl 3ぶ、配石辺情 l).L.;、焼礫仏石遺情 lふを内令い西

靖で検出した。 SKOG、SK09の挫上からは土器が111:l:している。

S K01 

torふ♦111,に位囮する。艮it.I.SmX斑径lm、深さ0.23mの上坑である 'V面形態は円形で.!IP.I: はク

ロボクが I~•j堆積している 。

SK 02 

101-< ,trt財.S KOiの内束1-1~四すI.,。艮径O.R5mx W1f0.75m 、 深さ0.16m の土坑である 。 •f'-'tfli 形態

はP:I月がで埋上：よ 1層、クロボクと出褐色土が混じった状態で堆積している．

S K05 

lOlx. 北側に位!ri.し、 SKllを切り、 SK12とい1時期に{f在する。 K仕-1.SmX知径1.6m、深さ0.28m

の 1:J;t~人流れ込みであるり遺情 l.1'11の黒色上からは、まとまって撚糸文J_器が出．上している。

S KOO 

8 [,(1t』東鯖1.:fi! 置する 長it2.7mXN往2.3m 、深さ 0.7mの風M~の跡である。南東側にJりは：ってい

ふ『I,'色 Il・Mより石器の.,lll)ヤが出.1.:している。

S K07 

81<. 北傾、 SK06の北に位閉する。艮径1.4mX Wifl .3m亀深さ0.26mの円形の土坑である。聞・上は

上培のHI 色シルト阿細砂と..-~(/)災褐色シルト t'(細砂i比しり黒色シル 1、 11糾l砂の 2 層がJ{t依している。

S K09 

21がP火に位旧する。 1cif:2.7mX短往I95m 、深さ0.2•1mの格円形の I.りL~A流れ込みである 。 棟上は

J-~ りのリ．＼色籍1砂と下附の謀褐色i.1細妙の 2~がJ(Lf1ししている。

SK 10 

2 I<中央、 S K⑲の市西に位 iri_·t る。貶i―~3.4m X共lfH.9,lm、深さ0.7rnのI.Y形の上坑であん。 Jり＇土

はり,¥色シルト混じり極細砂を I・層にII屈堆積しており． 卜かう顛に自然Jttfitしているし

SK 11 

9 「~-11.:fi月に位 fltする。艮if2.25111X短径1.92m、深さ03mの土坑状流れ込みである。 SKOSIこり）られ

ている 雌上は!I.\褐色シルト ill じり細砂を ―F~l に、・'1 ~j に分けられる。

SK 12 

91~-lt間に位mする if2.I m、l:::、さ0.88mふ瀾る 1:Jんで.S KOSとluJ吋期1こ什在している。 J用uょ
7屈で、 !.I.';色細砂混じりシルトを F屈にSKOSの棟.I.:と共に堆偵してい,~ 。

S D01 

gr<. ,t, 餌1こ位霞する。長さ2.2mX船0.88m、深さ0.4mを測り、北西から1材東に向かって設けてある

1青杖迅トである。埋上は 2~に分屠されt屈は罐砂ね＼色上、下層は上層の晶色士が混ざっていん叫鉗褐

色シルト混じり極細砂が堆fAしている。

S 002 

101,< 1tf開に位翌する。妖さ5.2111X叫132m、深さ0.42mを測り、北から,uに向かって設けてある1骨状
迅9胃である。狸・上は貨褐色の拉が況じる.':I:'褐色シルト j!{Hi細砂1mである。

-12-



S 003 

10区南側に位匠する。長さ2.9111X糾1.7Ol、深さO.:.lmを11[1)り、北西から1+1!1£ に向かって点Itてあるt~

札遺構である。 狸土は黒色細砂 l料である。.11'.(部に流れ込んだ什がイf.{[する3

配石遺頃

10区中央、 SKOJの丙問にi姐りする。15onから20ぐm1iil後の行を10鉗1iil後用い． 円を姑く形に配りI)され

ていふ石は周囲に多く散布する貨IU色の火111,:ではなくrr色の1匁丸'.f1をIllいている。
焼礫纂石遺構

10区および11区北隅に位置する，，直径15crotiil後の焼61.1211Vilより構成されており、 ll1l径1111、深さ0.4

mの上坑の中に焼茂が、まとめて狸められている 焼代は 'fl)且 1面を枯戚す;~ ように迎められておらず鴇

然と埋められている。検出峙に70余りの焼けた売を籍巳したが、 ド部に挫められていム他の礫も同 じ様

に焼けた状態で狸められているc 土坑は焼礫が見えたどころで検lhしたが、火際のiりt(/)J・ 場は検出而

より少しぶい位正で、周IJllに散布 しているI? いとfulじ，t心にあったと考えられる。また、この店さで固

囲に焼礫が改布している （図12l-mu>焼けH合は、 北隕Q)jf.がJi.jfl~q)~に比ぺて赤色度が淡い。埋 L

は炭を徴丑含む開色柘細砂である
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第3節 木柱 （外野柳追跡）
外野n;n跡の8区において堀り）j[J.J ! "残11した木仕と杭が/BLしている。場所は焼礫釦石遺情から約

28m火g、りに比れたところで小さな谷地形にあたる。そのため水が濡まりやすく、堆禎するクn,J、クも 1

m~1i..& している この水気の多I,,島1叶から木U6 本、 ~A4本が出 I:している。木柱の範1111,よ、汎介区北

＼符 1こ杭1介がかかっていることより t~'Hcl-<の北側へ広がるものと考えられる 。

材 Lの傾斜角段については、 木HI.3, -1が西、rt洒、北t'り）i向と国開おりに傾針しているのに対

し、 ,t-...H2. 5. 6が束測に傾斜している,*U、杭の坪改；だl父については木柱 I. ti. 5が,.. , じ深さ

に埋、女されているほか、人仕とは深さが述うが杭1. 2. 3. 4もひとまとまりに同じ深さでJ児訣され

ている（図13。また加工扱守1れ雀品でさない。

木柱 1

s 1i.11:n .. 1に位四する。長さ1.4111太さ0.26111の木札が輻1.06mの））形の掘り方内に坪成されている。＊
札の中央祁分には斜め下の）i向に向かってこぷが出米ている ↑ 1-1-1こじ料皮に環われておりJmT/hは咋品．

できない 直梢検出而はクロボクのり0に位磁し、埋上はシルトを中心,:8 J.;1堆積している 坪 1り消

には人先が人っている屈があり 、 横 hl••Iへの傾さを坊< iさ味があるものと芳えられる.,! 址I)h rJ')外側に

はマンカンと以分が付行しot fl: Lている。＾廿は西方r••Jに垂 i11lから 5,i傾く。

木往2

7 Iメ」ta1,に位i?lする。長さ0.118111人さ0.16111の木仕が拙り）i内にJill成されている 坪 I:はシルトが 1

M!l~fi'i している，全体に樹皮に穫われ、爪部は什けており }JIJ」．痕は£td2.できないG ,tさlは東）j)iりに匪I・，：

から50良傾く

木柱3

8 l~.:t間に位置する。長さ 1.1 7m太さ0.1mの木1主が掘り）H'・Jl."Jil'. 設されている0J.'1し」：はンルトをq1

心に 9~-'f堆 fil している。全体に樹脂に代われ、底部は砕けており }Jll I fhは~t認でさない 」_JんJ,'む』には

玖分が付 1vrし硬化している。人柱はrt.it'llJi向に垂tl'Iから381虻傾く 。

木柱4

8にll川に位『する。只さI22m), さ0.2mの木住が円形の掘り）nt,1にJ']l成されている。坪 lはシル

・を II,(.、；・14M堆積している心則IQ)巾 11Iこは大礫が入ってし、るしわがあり、横方向への傾さを肋ぐ慈味

があるものととえ~ られる。全体に樹皮に代われており}JIIT.痕は確認でさない。木柱のI氏部は U•j-•11,H·LI~

がってし・る＾これは雌設時に曲がっていたのではなく 、J'l'il'::後何らかの前hが加ったl~に/15.郎が1111が,__,

たものとどえられる。木往は北山一方l••I1: •f~ 直から40度傾く 。

木柱5

7 (;<_ tじ哺に f,i:I~する。長さ Im太さ017mのべ柱が逆 1鎧形の闊り方内に埋設されている ，1q'tlはシ

ルトを中心に 4 柑か堆積している~*~'は東 h 向に垂iiiから231$1.仙く。街皮が表血に残（［している部分

もあるが多くは比叶をしている。

木柱6

8 [:l1ti側に位『iする。長さ0.8・1m、人さ02mの木仕である 4、Hは東問に乖直から201(!傾<• ,t-...J:.l: 

の下部/~)辺には灰貨褐色シルト (txl版20 木仕6の L府）がJU.ti'いているが人仕の沃氏f匂IIと巧えられ

る。木！上を埋めた惧淋が見られないことよりヽ・,木の可能竹がある。
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一

杭1

7区北側に位骰する。長さ0.78m太さ0.06mの抗である H<T>Wりは、腐食と水の作月1により遥元し

た上がJlifl'tしている （図版21 杭 1の 1培） tんの外絹では切皮が部分的にf.J芯した状態でII¥土してお

り、 Jill設時においては全体的に樹皮で撹われていたと与えられる。全休的にばれを受けているためImエ

痕は（雀品でき ない。

杭2

11£.m側に位四する。残存状況が悪く粉々に細分されている。4んの,,,,JUりには用色シルトが址偵してい

るが、これは杭の炭化した都分である （図版21-Iん2の Ik≪l)o 

杭3

7~ti間に位凪する。長さ0.07m太さ 0. l m の杭である 。 残{r:状況が悪く粉々に細分されている。 fxl

版21 ~,t 3 の 1 忍、 2 屈は． 地下水の影口により上の色が~,c したものである。

坑4

7 Li市闘1こ位iUする。長さ0.42m太さO.lmの4んである＾クu;J! クの I.から肌設されている（凶版21

抗 4の 1層）。埋設時においては全体的に樹皮で段われたが態であ・ったとどえられる。仝体に1令ttを

そけており加工瞑は確必できない。

X >< 

• Ir りu '— ／ 木柱3

I 1 x:: 杭木1社3
一郎I• I- ＼ヽ木柱4

杭1
-―-木往4

木柱5- ー一紐5

Iが"L
→木柱1 木往1 区l

匹 •
知 杭4-.::こノ杭航23 

歴
ヽ 奉

,m1~ I-— ． 杭4
木往2ヽ 木tti

-t,•t ! い）

-~印-,", ~ 
木往6ー

I I 
ー一木往6

II I I w~.. 
~Iヽ11 "'10 .¥1 II~ .'1117 :1』1ヽI y ~I- 1 ·~ . 

平面図

.. : L 木仕6

.. 1--- ¥ 大1¥主3¥ I 
木tt/坑・// 

I 

杭2' 坑4杭3 ． 
心 I-木柱1 木柱4 t 木hS

lもし1·~
．●は1-!trJJr ,』である

bll 

側面図
y 

図13 不往配置図
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第 5章 遺物

第 1節 外野波豆遺跡出十．のL器
外野波~,退跡から出1:した L器は、及 I・.掘削叶に出土した土器も{1-在するが、人:ai分は遺捐から出.,,

した 1 器である。，~1t区北傾の頌構よりも，；いttl幻:Jtj 111, の遺構から多く I:器が出..Lしている。

l:器の年代は、大十が縄文時代前期 4ミから •I』 IUJM,f!にかけてであり、人:4~山式から鷹島式の関え I.硲

である

S KOl出土土器 (l-11} 

S KOiからはiii/拇l人から中期初頭にかけての縄文 1器が出上している 1は2fuJは貼り付け突,:;;•をt,'f

つ。 n柑部の内面はヒ瑞に撚糸文を施しているが、下.r.(こは強いナデを極しており、控糸文の打．量をll}j

瞭に分けている。 91よ北陸系新保式の深体で鷹品プu.:1半う上器である。 n峠部は内而に傾斜する形で1'

坦而をfかつり外面には半裁竹管文が庇され、内!Hiには沈綿文が・条まわっている。この士器は10、96と

同一倒体である. 5は大歳山式で、貼り付け突イサの身ljみがシグマ状をなしている。 外1面には撚糸文が施

され、内 :~Iii ,.. デにより成形されている。 7は結品H岩が入り縄文の撚りが淡く 、他の出 I.遺物とrn迅

を見せる

8 は t<.~lil°必111]森とペンガラが逸られている 町代は弥1的代j,J期"'は隋である。底往Li11.: ム11l、“

台//)I「りさは 2('111である。必台先踏ば丸く収められており 、胎上は磁密・である fuJじ仕類の.1:Z.tがSK

02でもtHIしている。

S K02出土土器 I12-36) 

S K02からは前期よから中期初瑣にかけての縄文上器がHばしている。 32は純文の撚りが山い様柑を

ホしており、貼り付け突俗上に施文がnく袖されていふ口おは内旧Hこ折りllliげて序みを出している
よた12もlヽHMH-i.を内＂＇こ曲げ、 印み ~/1\ している" 211こ撚 I)の）沖）がLRであり、細かく施している。

28、2!-.1、98(退 ~/4外IH l::l は同一酎休てある。 30と同じくヤ孜竹行文が比されており、北位系祈~~式の

..L謡であふ 20 、 22は同一俯体である ~ 16、 17は突 'iiの9品が広 く、鷹＂・↓式より祈しい様相を示す。 :\:l 、

34、35、36はTi.f!1形の底部である。

25、26、27はよ血1こベンガラと透明14-が沌られており、胎十も他のIII I逍物と比べると緻密である

26、27は9糾がと名えられ、 26は外而を押さえる↓ とにより段を付，.I) /.; している， 27の突窃は占い様ti!を

示し、内外liliにはミガキが施されている。25は8(S KOi出上）と1.. J様、 i，勺台を持つ土荏である 低径

は10.?nn、硲台(1),名さはl.5四である,.~~ 代9こりり、!I・い ft前期中段陪であん。 361よSK02から出 1した・L

器とf,;J. 机11.f.である。

S K03出土土器 (37--16)

S KO:iからは前）UI末から中期初到lにかけての縄文 I・器が出 1~している,37、39'よ[,;J一佃体であり .I勺

而には強い1 デを施している ~ 42には帖品）iもが人り、外面に貼り付け突鼻；；｝を持つ。 13、 -11 、 -15は前期

大の 1器であり、 43の内面には炭化物が付名している。

S K06出上上器 (47-52)

SKOGからは中期初頭の鷹島式の縄文i?, 社が；11 Lしている 47: よ l.l 青t部である。 52は底部から1~部t

半にかけて残(,;している上器である。底部は、角を枯上の貼付により込りたしており 、L角形を不す、：
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S K08出土士器 (53,54) 

S K08からは前期人から中期初頭にかけての褪文L料が出：LしているC 53、54の土器は沈椋文が施さ

れており ．新保人とおえられる。

SK 10出土土器 (55-65)

S KIOからは1行期4、から中JliH月!.'!llこかけての縄又―I船がtり・(:している。 55、 57は同•個体であり、 fl

柑部に平坦ruiを持っている 56もl叶ほ1こ口粒部に平坦血をhっている。 64、65は撚りの形が1Fh形に近

いことから鷹氏式より古く、人改111式の影響を受けていると ＇杓えられる上器である。

SK 11出土土器 (66-68)

SK 11からはtiiJ期木から中期初頭にかけての縄文上僻がIHl: している。他はSKOG出土上器 (50)と

同一個体である。

SK 12出土土器 (69~74) 

SK 12からは削期.,I-から巾期初頭にかけての縄文土店がti¥土している。 69には補9沼しが{-f.(fする。補

修Rの中には炊化物がe,岳まっていた また、補9沼L~利J.JI して接介していた土特の断面にはJi<かH ~"i し

ており、補fl後も使)IIしたことが想定できる土硲・である。

SK 14出士土器 {75)

S K14からは11i1l'/l-kから中期初頭にかけての縄文 I:路がtlir. している。

SK 18出土土器 (i6-78) 

SK 18からは前）0ばから中期初tJflにかけての純文 I?.:;かりII: していI., 76、781よ32I S K 02)とId

個体である。

pit 1、2出土土若 (79-81)

pit I、2カ・ら）よ1前期木から中期初叫にかけての縄文土とが出・．している。 79、80がvitI、81がpit

2から出l.している y

遺構以外出土土若 '82へ98)

遺構以外出ナ上器とは．遺情検出のための！霞械即iりや人））掘削J.,I: ぴ確認ぶ企時に111:L:した I:器のこ

とである。

遺1月以外からは'i1JUJから中期初頭にかけての縄文l沿がII,I・. している 82、83,84は縄文P'tft-'r-期の

上器である。 82、83,よ外爪lに111形文が施されている。 8'1はfI柑部から体部にかけての上i;;である。r:tt1

内側は粘土を折り込すことにより印みを持たせており、折り返した部分に撚糸文が施されている.,口i

哄部から突帝を貼り付けており、突帝上に茄l突文を施している 92は突帝を貼り付けずにシグ・、,IJ.:.U! 

を用いて施文していん上おであるC 86、87.89-91. 93-95, 97は碩認沿査時に出土した」一岱であI.,~ 

これらのうち、 971よ条狽文、それ以外は撚糸文を比した上益である。

第 2節外野柳遺跡Ill1~. の七器
外野柳遺跡においては、 SK05. S K09以外の遺~ii/ からは Li~が出 lこしていない。迅惰以外から/11士．

した土器は主に 9 区およぴ焼~U~-ii.il't構囚辺 ( 1 0区 . l ll£)において散布していたものである Wllは1参

照）C

出土した上器は縄文D、't-it早期の＇貨島式、 fよ山寺式かtである。なお人上掘削時において純父D¥代.,,期

の土器が出上している
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出上した t器の施文ガ法は熊文、i令円押型文、格1り押型文ー沈線文、条痕文、体部は内外面の条痕文、

撚糸文である。以下、施文方法別に土器の品明をおこなう。

無文 (99-110、l42)

出t地区は10区焼森集じ遺構周込である。』n-tは粗く、色謁は全体的に明るい褐色である。器収は 7

- I Ommである 。 99は口縁部で端部は）しく、少し外反する形態をポす 。 1~2は張 tJII Iし部を持つ底部であ

る。

楕円押型文 (111-133、149、152l 

Ill, 上地．＇・り且 10区、 II区で、焼礫集右i且溝/t,Jj?_! に1ムく散布 している。今1111、外野柳ir!跡で一俗多く出 l・

した I:器の施文ガ法である。胎 I:は全休的に相く 、禅即．は6.5-IOmと様々であるっ「押型の船／押型の

士認さ」の値は、大半が0.5-0.. 7の範囲に入る。1311よ及如こ桁凹l[I刑文が施されている。149、152は人

カ掘削時に出上 した土器である。

楕円押型文＋沈線文 (134)

出t地点は10区の焼礫染石逍構束開である。胎上はやや祖く、色，；，1は1火褐色、器匝は7.5mmである。

条痕文 ( 135 ~ 138 . 150) 

出 l:.地点は、土にlOr:: (1)焼礫集石辿1/11北側である。llii1:.1よやや糀く、級維が多く含まれている。器1-',i.

は l2 - 1 3.5mmで他の出上上器と比較すると印い傾向にある ~ n緑部は府干外反 し、端部は丸く収められ

ている、135、136、137は同一個体であり 、150は人力掘削時に出上した上器である。

条痕文・体蔀は内外に脳文 (139-141、147、153)

出上地Iiは lIiのSK09および1 0にである n 胎上はやや祖く 、 ~if限は7.5 -llmmである。141は底部

外面のみに条痕文が施されており、底部は）しく収められている。147はSK09より/11上した上岱である。

153は確認湘丘時にJ6GからIll土した土器である。

撚糸文 (145、lヽ16、148)

撚糸文はSKOGからII',上している。J46のn粒部は粘!:を,,、llfilに帖り付け、）しく収めている。撚糸の

輻は1.5四 有り、もに施されているn 胎上は:I'll<、外面には炭化物が1,J沿している。 J.'.'.~ の器収は7.5

-¥;Immであ り、同 個体である。

里木1J式(143、1'14、15,1)

出上地点は焼礫集石迅構の成側と西側で各 1点、人）J柑消lj貼に 1点出上 している。胎 rはやや柑＜、

色溝はにぶい黄褐色、器匝は6-8.5mmであるし外而にはr裁竹釘：文と撚糸文が施されている。なお154
は人力掘削時に出 tしたt器である。

北臼川下屈Il式 (151)

Ill 1: 地点は 1区のSK09付近である。部位は類部付近であり、胎上はやや粗く 、色潟9むこぷい貞褐色、

梱It/-は5mmである。

第 3節 関宮町保管査料

関宮IIIJ保甘れ科は裔松油輝氏による艮年の踏査により採組されたものである。抹集した場所は外野波

豆追跡と外野柳迅跡の中IUJに所在する畑およぴmlilllである。これらの辿物は外野柳逍跡として発表され

ているが、 L器の年代は縄文時代1)i!)リ］末から中Jill初敗であり、外野液豆逍跡と同時期の遺趾であるとお

えられる。
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土器は縄文時代 tii/JIJ) ~~から中期初頭の撚糸文」：盛である。II沿渇色の色沿が多く、外面に以が付れして

いる土器が多い。 II粒部は）しく収められており、外1i11に施された撚りのh向はRLである 北［か系の沈

線を伴うヒ器も採集されている。

石器は、純文II.~代中期の切れ目石鉾で 、 人ささは縦5.fon 、 •uil.9cmを員9る。斗状をなLており、今

回、外野i反11.遺淋から1B上した開平なり）ttl:I (j錘よりも紬い。 'f:分で敲砕しているが會111)t¥'. のり）tt [j石

錘が他に 1点採出されている。
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一

第4節石器
外野波豆遺跨出土の石岩（図15)

3点のイi料を収l化した。 Slは他含培出上で打製伍斧と認定した。長さ68.31111D、1Ji.M6711111.)'』:さ)6.1 

mm. •if( さ /i2.5/.? であるJ 石材の詳細はイ苅明であるが、 見サズカイトに1.11似した枯似む系の<,Hであ7,

う。こ Q)1j硲は、几火MKの)f!IJJ\"ぷ材の行核であるが、表哀面 r~t川柑；ょ {j斧のガ部払の，i態をふして

いる，また')!;吼Ill1·~1(/)及lfrj (/1. 恨')ム＂辛みの 1虔が栢滅しており、同右＂縁には珊かな 4罐liいが>1!U:的に屯

められる。これらは何らかの「柄」に'}!'~,されたときについた損枕であると名えられる S 2・S 3 Iよ

り）l I { I針で、 S2 ,±S KJOHI上で、 K さ 43.51:"" 、 船35.6aa 、 1•1- さ 14.9m 、 ift さ 21. 6gである S 3は他

含必IllI・で、 Jtさ570JT111 、 ~.!36.9mm 、 L'/.さ 8.7£"".重さ 21.0~である

外野柳遺踪出土の石器 <r~ 版 29・ 凶版30・L;lil61
8 lf 1/)イi沿tiズ］化した。S4・S 5 Iよ役紐位でfiH!i S I と同様てある~$ 11よ足さ,55.:if!llll、9り

fi3. l '"~. J•f. さ 8.3111111.T ""26.4 gて、 S5は長さ30.8mm、幅397m、原さ 8.2mm、爪さ 821-? である U

これらのt!Jl糾週松に奴編な連快した潤糧象が認められるので楔形石僻と，忍定した。 S4ではJ・I吼IIJ*奴）

2蘭柑に坪ヰした匹細な14濯痕が必められ、一hS5では t下ILむの4間位に連紐した微籍1な.11JJ餅収が

ょめられる S 6は6ぼりJJヤ汰材である。及裏の洞出i墳の検討から｀叩履rn・(/)u,J• 点から中心にJi,J

かヽ ，9て汲Jlj・が判ばされたことが~,l られる。渇I}ヤの魂雄に際しては戒J悶作菜の/Jll't-を加える「作叉1(11 」

＾`
 X'l1 

こ S 1 

こ二二

こ
S2 

SJ 

図15 外野波豆遺踪出土石器
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と目的とした剥｝ヤを剥雌した「剥陰而」とを父Tに人れ換えたもので、瀬戸内地方を中心と した中叫ji.J-

近畿地方ではIII,£i器時代から剥片ふ材の石1女に対して行われてきた一般的な沿1j鵡方法である。長さ62.9

m、紺19Inn、RさII.I一、重さ24.6gで、 .(iHはこれも S1 と fi,J{~である。 S7、S8はともにlb行

で、石材は軟牧安Ill岩である。 S7は長さ89.0m、¢瓜iG.1111111、ばさ44.5一、直さJ350 gである S 81よ

貶さ100.0mm、糾75.l匹、 Ji/.さ51.4mm、前さ547.I E? である。 S9は砥{jで、全周而を砥而として使m

しているようである。石材は中粒-判粒の紗府である。文il!IJ図上端のスクリーント＿ンで閃示した部分

は受:,t,.の痕趾が必められる。北さ152.011111、紺65.3m、瞑さ69.3mm、jf(さ 894.8gである。 SlOも!iK11

で、長さ 227.5一、ほ 138.3ー、 mさ87.21""1、韮さ350gである，これも,,.tJt..l血に使用の痕趾が比められ
る 。 S il は人問の6皿で、只さ 403.8m 、 ~u 270.9m、げさ81.2m.平．さ11,600gである。 b材は比い

粘板岩である。これらS4 -S 11はすぺて包含心出土の遺物で、明確な遺頃にともなったものは認めら

れなかった。

石器からみた外野波豆遺趾と外野柳遺淋

このように外野切遺跡では、 {.JJID.・ 紙れとlfHiが包含培出上ではあるが、セット関係をもってIllI: し

ていることから、携物食に対しての（ゲXを行っていたことが容易に思像され、罪詳も存在することから

この地で点炊さをともなったキャンプ止沿をおこなっていたと与えられる，また石鎚や石棺が全く必め

られないことは、この地ではこの時期には狩弧枯動を行っていなかったと忠像される。ーカ、外野彼払

迫けでは、 11:if,に関する石器や遺情の什(1:がなく、多くの「陥穴」がょめられ、中小動力のn弧泊動が
盛んであったようで、時期によって遺跡の利川形態が昇なっていることが予想され、典味深い。

|
|
l
l
l
4
 

SIi 

゜I I I ..' — 
細

I
 

図16 外野1訊遺跡出土石器
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第 6章 自然科学的分析

第1節 兵Jill県外野波豆迎跡出土の赤色物質Hlt f-. 器よ面の断面観察

（株）ぷIll生物研究所

兵庫県所(I.の外野波豆遺跡から出土した土澁の石台部分のK血に

みられる、オ色物牧について;I-rt.したので、以卜＼こ報；1.'する。

1. 調査した資料

今回逍令した社科は、甲安時代にJt定されている上器 2.•.'!. で、と

もに底部と窃台部分の一部が残{lしているc その品台の外而に.'I.'色

物質と赤色物竹がかすかに付liLている様子が観察でさる げ417>.,

2. 翡査方法
ヽ

亦色物貨が残る部分を、カッタ ナイフを用いて放m(Jlj}Jの破hをサンプリングしたc その試和を工

ボキシ樹脂に包坪し、研l(jして士荏表面の餅而薄片プレパラ トを作製し、透過光並ぴに治りj光の卜、

生物顕唸鏡で観察した。

3. 観察結果

く観察必＞

『

KOl
紐ロ

断面情 iii(下屈から）

L器／涅色物役 ／込IIIJiお／ ペンガラ ＋膠till・・

l・・器／屯色物質 /,J19Jr1c /ペンガラ i膠沿剤

4. まとめ

①黒色物行

2. 屯共に土器のu'.l.1:1:黒色物行が観租された。たた し、1lでは l器及1面と込明漆附とにはさまれた:H、

態で、黒色物 11のみの層がh在するft~2 では透り1様のli1の中 ,•i比人した状態でff-(1: する 'I', 色物れは

極めて霰lヽな粒 f-で、媒のUF能性がある。

＜切滋：明漆

~2, こlit独の屈と して観租される透llJI漆吊には気、包が人られないため、 !ti製度の店lいiをであることが

わかる。

1ヽnlt-色物閃

亦色物内は、朱の位'{か観~~されなかったことから ． ヘ ンガラと 1~1祈する。 また、 F汁 'i•<l) べ／ガソ(/)

密度か高いため、そ(I)~i:{t剤については,t,IIJJである

'1!: 令

: 

図17 No. 2の表面 (X15)

r·tJ ~ 

一18 I 

19 

図18 出 1の断面 (X400) 図19 No 2の断面 (X400)
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第 2節 +器｝「に付,{f した炭化物について 国~1'波山遺除；

外野；皮也遠蹄のSK12からは、 1111胆 Lが認められる縄文時代叫月の 1ぶが2Ii HI 1. しており ｛辿物岱

り69、このうらの 1片の.fLIJ.Jには炭化物が、とめられたっこの炭化物は、 2J¥の日格を緊糾した植物紐

逢ではないかと名えられた

このWt手を分折·tることにより、 J2れを補~~するFr.lにどのような贔維,t.(出用したかがわかるのではな

いかとどえ、この炭化物のよ材の鑑',tを、パリノ ・サーヴェイ株式会tiヘ{Ii.ml、た。(111t Lでは、及眼‘必

態it徴鋲ならびに電子判微鏡により ~ft!~の所血観寮を 'iい ｀令わせて？几'l以彩を ffい．訴1r11 の~I~の

形状か；ー」 ｛奴O(l>f~定 ~J:みている。

分折の出j果、「この｝ぺ化物の断血では、蘊維状の組磁が政俣されたが、携,,をつけた形代はないこと

から縄ではないと -~11ll1r」でさ．「放射組糀がみられないことからJよ父悧や針;'.;:Iiiなどのバuともどえに

くい」とMl;J,されている そして「断Uiiの保{fが悪く、祖絨がつふれてしま・っていることから、 1祈ifrlfi 

態カ・叫紐'iを1、hiこすることはばしい 1としながらも、「放射-tJU団がないこト、贔紐状に見える.:とヽ袖

9多など,-使える社1度の強い柏物であること、炭化しても残りやすいこと、などQ)」k;兄から柑．証1すると、

タ，，．ササなどのよが木買化になるイネtlU'物である可能ti:か杓えられる」との§、'{~が人られている

（「 」内はパ＇）ノ・サーヴュイ 1i式会H一「外野波虹iがcl);_;;_化物111]出＇報；り」よりLI,:杵 ，）

第3節 木中i・：の坪 I:について （外9渭 I迅跡）

外野似h趾 7・8ぺ、の谷地形沼分から出七したAltは．土壌のJ!Lf,~ 状況の観吹から、旧l'.k.色ンルト肘

if.)'f血からi'..:.をはり込み、その地り方内：゜立てられていたと考えられる。

この褐1:1,;,色シルト料の.l:~にはげくクロポク柑が堆積しているが、 ・））、 1or{o)焼内りとイi沿1,,,,•• 1辺か

らtBI:'- た椛文11,Ht'i'-llflの上硲もまたクロボク屈巾から出 LLている 。 従って現地謂記-~には、人tlは

純文叫代1,1」りli1i位）も(7)Q) iJf能ヤじが強いと判断していた。

しかし、この,+.. ~ l <I) 1"l,Wりおよひ掘り）J内からは遺物は全くIll上しておらす＇、他の心情や迅物と凶岱 L

ているため、前，記のような判断が妥‘りであるかとうかの確証をえるこトかでさなか...,. f{j眼Utf.f1 .i、

掲l火色シルトが11,1 り）iを覆っているように見えるが、」-~のクロ.,、ク秘にtlfI}しして・,•. る・kJl-kなどがり

り）］に人っていれば、 1ii11心のような推品はできないことになるし

掲り方がクロオ、ク,~か,,から削られていないことの傍"Hrnとするため、木tIび） !I~ り）il'I! .I: の火1l1f大分

祈をバリノ・サーヴェイ株式会nに,,~'柘した e 依頻した試利 ,j_ ,t叶IIのJip_1・. の 1:/¥'1部分 (,t、lLI雌上

I > 、 fii1巾~.'i 部分（ 木HI 埋 J 3) , .. , 底部 <+..HI埋上5)、褐／人色シル）・.1:/¥'1の！，I．＼ポク I・(,t、U1 I:~ 

クロボク‘及ひR,り）J l,',J辺の地山の:1:(,t、1Ll /,',J辺地IlJ)の5,1.¥である。

払~1は処坪を出された後、火地源徴浪1こより観察された。また、検Ii', されt・・k.tlけ'/7スについては、

そのアフラの1わ色のために・k.11ガフスのl11!-IJi:和の複9定も行われた

分折の鮎呆、人:II I月tI. Iと木t1l tlwクUポクの2点，"AT火 i1・¥I. lil'求する少圧の火111カラスが

認められた。この2li以外の.,i;nには、 H1J、スコりア、火 11ガラスとも，こ仝く認められることがでさ
なかった、

（バリノ・サーヴェイヰ式会H骰；片「外野ほ辺f~-の7 フッ分折恨佑」より j
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一

第4節 外野柳追跡出土木材の樹種

京祁人:i',f-.H f-Vr・ 妍究9祈 {JI 束在火

縄文時代斤1期の焼ぼ集伍退t/11• 配{I迅構、土Jんが検/l',された外lf伽追9がはJt;it県菱父屈閃;:jlllf外野に

l祈在する。焼媒船伍遺構周辺からは縄文時代Jj湘I(1)枡".,文 I?~ がり0/i_;'jたりと、 '.fillll、すり石がま卜ま っ

て Ill に定化したth跡がないことからキャンプ跡レど人られてしん。 本if!f!rの谷品付近から -,:,:~:t6 4-=' 

抗 4 本が、まとまって出上する。また、 ~,.ti.及びりしは樹皮がついたままの状態で出 I.Lている。これら

木製品10点につき 、樹種の同定をおこなった

これら、木片から安全カミソリで池い切片を11製し ．スライドガラスに+xせて、カパーガラスを被せ、
ガムクロラールで月じた。

樹種同定上の顕微錢的特徴

コナラ節；Q四rcus,Sect. Pruws)公訊材 礼l叶り行は人形で、 ·Ille~外1り廿は小さくかつ接祝方(11]

に幅広く分布ヤる。放射組餞はlp.ylj放射'・u糾け仏／杖りHU紬，からなんc

ケヤキ •7..e比ova 邸rro.1.a M11kino) : iL問迎mよ ljt列で、 .fLl~外iJ;'Iiとil:l-llをなして接綜）J阿ない

し斜祝）j(i, に分布すふ放射組ねは沢竹で6-8 yljjlj: くにi1し、 ll'tヽ・,.細胞に人形紐11111がみられることが

ある，

クリ (Castaneacrenata S. et 2.1 : J;tlLU。ill庄nnは人形で 1夕IJとさに 2、 3りりとなり、孔I!
タ~i{I.甘社・火父状に配列・1る

フナ (F,屯巫 er四ataRlumel : 散i'LH。iqrnよij'L穿iしとn附がiLを｛げる，放射粗紐は単グlj放射糾
ほか：っ広ltl..射組紐まで様々 な＇団のものが分,<,-,-る 。

七ンゲン (Melぼ aこ以iarochL. ¥'di'. ~ubtripimtulu :¥-li4ucll . l!flLHo lLl~•r;. 籾；大堕＃背はりi.

穿1しを有する。小＃資にらせん肥If/.。輪:/ffnl :f: 濱l~か犯t•;I をな L てll,J Utl:()、ないし罠状にたダりする 放射

糾織は異廿c

外野怖遠跡出土木材の樹植阿定結果は}dの通りである。1<の枯央を竺理すると以下の通りである e

杜：ク I} 2点、コ→ ラ節 I, 点、クヤキ 1点、センダン? I _1¥、I'・I I .I]. 

杭．コナラ節 2, 点．｀クリ 1点、ケヤ：¥- I .¥'( 

本道f1l;の縄文時代の地附からtJ¥l: Ll.:+I fj にクリカ・ Ill いられたことはこれまでの縄文II~代の.irti+と共

辿する点である。クリ以外の種如も含め、い一↓ れのuilf1Hktもぃ・なる種訊である。それ以外の傾向に

ついては点数に限りがあるので明ら力ではない。

表4 外野樽遺淋出土木材の樹種

資料['(,.I遍IIJ名 遺物名 樹 ff ト盛 ~I

-,t.: 庄1 It ク＇） 99014tl-1 

2 木江2 11 コi"'I節 叩Olit0-2

3 ＊生3 仕 クリ 的0140-3

4 木辻4 t ケヤキ 990140-4 --
5 ＊生5 L': 七ンダン？ 印OHO~

6 I*仕6 仕 プ'・/・ 印OHO-ti

7 杭 1 杭 1 クリ !)CJ0140-7 

8 杭 2 杭 コナラ節 印0140-8， 杭 3 抗 コナウ節 が901』0-り

10 杭 4I 杭 ケヤキ !l'JOl40-IO 
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第5節 木柱の14c年代について 9外ft憐遺粉）
外Ifll,,.苅跡からIlltした,t,Hは、 1.頃の堆積状北のlQ寮から碍文時代＼濁1以tiiというり・イし観を没然と

1': ていたが．直品は1:;.られなかった。そのため木tHりを分析し｀直接介代観を得らために 、"C1.・ ょ

る年代l訊定を火施した iL~ 定は、名占屋人—•召I'f-1::濁定lf科研究七ンタータンデトロンlmi:屯tが1-'t湖定）：

験字の中村悛人教校1.:'Afflした。

分析は .1,・J七ンターのタンデトロンJJII辿召_nl j分折,;I(/)2サ憫をIllし・て行われたシ瀾定した品．料は、

いllのり）I', 及びI.Mに堆積しているクロボク 1.JJlである。木tnの¥J)r.-は、 ,t.:Hlの卜郎 （切皮を含

む）から採取した。

...:_q直，よ利の潤定の糾i果は、以'ff/)とおりである

<I) ~ti l (測:.i:番号： N!JTA2-228l 

＂じ年代偵 .1040士70yr8P 

o'C : -26.3~.,(perm ii、

較11.Jtf{日'¥:;(ヽ；校叩lh統と 'C~;f1:i/1の父点に＇りたる l;¥'年代

cal A Ll 1001, IOI'l,1015 

(h) I t\':~•,f~ ふの，ii.~·:を与·•i. したlil'ri,t:的な範[Fl'f・他によると

c111A D 8!)7-924 (I:!%) 

940 -I 039 (78'1い）

(P し ;j'¾,以卜；J 111除した）

惚） クUボク-!・IX(測定番り .l¥UTA2-228)

11c年(t{ji: 8870土llOyrBP ［汝枷JI、'r.!{.分別叫ll,r. はほどこしてあ,j . 

但し、 o,..L: :1 i ... 1涎なため、一25toをII]し、f・］

I) "C : . 知捐定

校ifAt{l'• fし；＼ヽ＼）軟 1r11h祝と "C 年代飢の父!.'.•.1:.. . りたる「：f年代

1;ul B C 8160.81:.1と.8078.8072.8057.8051. 7970 

(I.>! I t;}.!\l', fWぶの~?: をか慮 U·6(中的な ,i~圃f想によると

calB CR216 7940 (81.5'/i:ii 

7897 -7875 , 7 f,",, l 

7857 -78 11 (!'i I% l 

(111. し5%以 rはMF-r:した）
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一

第7窪まとめ

第 1節 外野波豆迎跡について

外野波・ふn~では2AJJ,の 1坑をr,,1介したが、そのうちには、 •見して共通点が見られるものが18)1あ

る (SKOi-S1<08・Sl<I0-1・SKI0-2・SKII・Sl{l3-SKl7・SK23・SK28lcこれら土坑の平血形は、概

ねPIJliあるいは格l'lJf終をしており、 1』てに小さな‘べが見られるものが多い。

これら18店の上Jんのうちには．「Kきく深いもの」 ・「浅い もの」といった印象を受けるものがある、9

この1:IJ象を「深さ/!i:径」の値としてど直［化すると以下のようになる ，

f;iが（）．りl:J.I・のもの・・

伯か0.3がJIた(/)i, (/) . 

や （ ）内は「深さ/k往J叫1:1

・SKIO I (0.8-1) 、 ~~I<13 lfl.51)、SK14 (0.51)・SK15 l0.55)、SKl6(O. 和）、

SI{ 17 I0.9'1.) 、 SK:~~(0.7:i)

・SIヽ01(0.28)、SKO'/.(o.:m)、SKm(O.ao, -s1<114~0.31i 、 SKO:'i (0.2:i I. 

SK07 (0.'.IBJ 、 SKI~(0.27)

f~iが0.2.f、iilfll)もの ・・・・・ ・SKOti(0.12!、SKI0-2i'0.20 .. SKII (0_17) 

U.: I; _ . SK 10-2は推定f{it. より;;tm

「深さ /kif:」の餡だけでは ． 「洩＜・（小さ＂、もの］と「深くて大きし •もの」とがluJ程度と Lて分Jil

されんことがあるn しかし、深さの数値を各グループ内で比蚊すると虹ね近似飢をとっており、「；-~ く

て小さいもの」と r深くて人さいもの」とが(,;JIしIf;.として分碩されていることはなし、とどえる

こU)3つのグループを、便:ffI:、それぞれAグループ .B・ グループ・Cグループとす-60 なお、 SK

28は内1tl<.1\~i(IIでしかけ・心できていないためT而の規控が不明であるが、深さが約30anであり 、 C グルー

プに含めてJS,Lる。Bグループ：よ「大きく尺しもの」、 rグループは「浅いもの」といった印象ヰ受け

る I:~んであり .t\ グルー プは祉j名•以外の I.tiしである

Aグループの1}1, の土J,tのうち、 SK:!:3を枕く GI/; I ·.,..J し‘て；よ、底 i川に lれ往 15~,u前後の小穴が 1 lJ.>,l認

められた。また、このグル.— プのj..J/ふ；』芥区の北.,.分にあり、ほぼ悧沿染に沿うようなi姐i'tlこ、l(;んで

いる。 Bグループ(})7)よ Q)うち、大さなもの 3)tのIi~面には小穴が 1佃認められる。この小火は、 1/1if. 

が2.;~'lllll'.ilなと A グループの大よりも人い このグループの I.坑は、 ,f.l1-E区の南半にあるle,根り1'-JII1fli I 

に分布 Lている。 SKlとSI<2はllぼlぃl規悦；であり．他の t・.坑に比ぺて規模が衿しく大きい~C グルー

プの-1N: は、閲ft区の中央部付近で伽IIされ、 Aグループと Bグループの分布地ほのIIIJに位笞する

hi£ い」,~,,象を受けI.,・I. 坑である。

.:.'しらのうち、 Aグループの 1:JJtは、その規役や形fJ..からいわゆる「陥穴（おとしあな）JとIfばれ

る遺1がこ煩似している。底rili(I)小クしは、逆/I,;:,木を拙えた跡ではないかと推定される。

C グループの 4~の t・.Jんは、逍構険/1¥ifilからの深さが20cm1ii1後であり、問穴としては浅十ぎる V SK 

11は、穴の開iluが内側に傾斜しており、 111名状の断lill形をしている。兵II携,l:B窃町神鉛迫9介で検出され

たltr~·;, と Jfj~人が似ていI.,0 そのJIJI.-l.: は、クロポク~,$と山色の地,1,のプロックが混じっており、人1W~

にJlj[めた11「f詣竹があふ SK10-2では、 .1.1¥rfn中央祁に小：，＼か見られる。この穴には、逆戊木の討卜の他に、

1:J,i: の益を必える必fI IT)ようなもののnfii財1も名えつれる，

B If)レープの 1:Jんは、辿·t,i• 「 ~l'1クく」と呼ばれる追llfi と比較して、規←応が大き~'> litって「陥大」とす

，；には1淀的な.o.見も多し、 しかし、比應上は「ru・,火」と1ぃJしであり、 uJ能性は合定でさない ，ただし、

-29-



Sl<.05では.Ii(; 祁のt¥.が含1めになって検IHされており、逆戊水あるいは支仕が倒れたしIRをポしている。

SKOl·SK02につ~- Iては、他と比ぺても人さく、住届枕とすることもでさる規校を j,~·.,ている。また1也

の遺格での出 1.f91Jから、貯~穴や岱との推定も 11J能であるが、木(/)丈や人•f'l·も出土しておらず、断定す

る根拠に欠ける。そのJIJILは 1・1然に.l1f:杭した状況を示しており、人1泣的に開め1尺したものではない，

外叶波，.I逍9かの逍物の出 I.状況は、ほとんどかこれら上坑の狸 1からである また、その 1:1{,jのクロ

ぷク J,;_1から出 l した I~.~についても/Ill地，点がL坑群と屯なっており、 L坑Q)J'l1I 中のものであ，，~ uf能

竹が窃いc その他のクロポク ~1中からは遺物は出 lしておらず、外野波 ，Jdift-では、明面な逍物 a;-r~~

は認められないn

外叶成',Iー出粉で1災Illしたこれらの上Jjj_は、陥穴あるいは貯え穴と推定されるものである- (・Jiしから/1¥

l: した l:器のはとんどは、縄文時代1iifJOJ~- 中期初頭のものである。土Jんの恥遡1こ辺物包含~•Sが見られ

なし、ため、 a含;.'11こ含まれる.1:岱が品人しにとは与えにくく、一坑が埋ま.,ていく過nで＾り込んだも
のであろう V !"_すれば、これらの・L:坑のij!t期は、 th:十→ -た土器の時代としてもそれはと糀れてし、なし、と

し、えよう また、 I .tJし1勺から：II~ した遺物の巾で、別々(/)_l 坑から IIは土した上悩が接合する例があ/~

SK02・S1¥03・SK08出 I:辺物の間に接合関係があり、 SK06・SKll/il'LCl>/1¥l:ifl物のIUJに接合1関係があ

る。従ってそれそれの.l:Jiしは.:lぽlulPYllllにtf.(tしたと芳えられる。

ただし、 SKOi・51{02からは弥生時代あるいはより新しい時期のものと批定される I:悩もII¥I: してい

る。今(11(の関1i.地~Iこは、そのような時期の迅跳はイf在しないので、これらの」：器が人った 1,;,.ll4を樅し

IA: るTがてはない Rグループの 1坑が、縄文貼代より後世(/)ものである可能性もあるが、 J:J)しから111

I. した l器Hは、、1目的に縄．又 1紺が多く、縄文肘代の辿情に後litl・ 器か品人したとどえI.,)jが妥'iで

はな,.,‘かと想．う。

今l!!.l~tf. した外野板V.沿蹄は、 U!f?i とは雄れた楊所に位紺する狩猟場、及び宜社のI庁~JJ,)であるとりえ

られる勺

第2節外野棚l辿跡について

今囲r~•i介した外野柿遺跡では、退物ははとんどか焼荘出石迅名の固 i用カ・ら出土している 純文貼(¥:'",'

制の」沿わが多く、 Ju)-!固体と息われるものも多い，そのl:.F., では縄文11;代中期の I.沼か少ullllIしたか、

辿祉性はない.11, l. したイ1硲も、肝りィ，はあるものの明直な石皿は111...tしておらず、 !iJlllとして使HIし

たのではないかと息われがf'・たいn然<,が I_,.,-/1¥上したのみである。追物(I:の少なさかう内沿とは ·~・人

にくく、キャンプ出ijiのようなヤ格の迅跡であろうと想（なされる，

外ff-協過u、9よ、，巧松『~[if'!もの分布J.11tによりその存(fを知られたが、当貼採集された・1器 tt縄文中期

の甲"n式のものであり、今fulの閑介地I<.の俎頃とは関連性がない。従rifJ知られた外野抑俎淋は、貼代
的'-は今In!,貨忙した外野液ll.ii'.I~;に近い＾外野波豆遺跨・外野柳迅跡の前には、現・ffの外,r-り）仏洛から
と別:・iのU海を粘ぷ1h心が通っており、追蹄は、外野のi洛から山を登り、 1切令卜が緩くなうた地.r:』!.にあ

る 今Inf濁介しf・外,t柳遭跡は、山の,-にあるりI」店家fJ-道跡のような拠点的集裕と ill141: からとをf,I,ぷ迫

•l•<T>. -・Dtの節（」地的な逍粉だとt'.f象でさる。

机J:については、その並ぴゾJT規Ill]性がみられず亀紐物に伸う札とは与えにくい→士た、現地必 1rP~

の肉眼i収寮によん比鮒と "Cの年代観に闘偽化を生している。どららにしても木仕の社格についてはイ漕f

であるし
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